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A 137 走査電子顕霞鏡による食品組織の観察
第4 毅　 黒豆t 種々の条件マ凛た場合の内部組織の変化

食　物　69

夙川学院短大　　　　o 井阪正夫　　　 大鹿淳子

［ 目　的 ］
黒豆を煮､るに際| ては色々な方法があるが 、その中了代表的V  ものと考えられる五つの

方法 芭選び 、条条ｲｷ毎の走査 電ヽ子n 政鏡による組繊の観祭と煮よった豆の官能検査を併 せ

行った。

［方　蒸1
黒豆の煮､方Y. ＼て次の五が 去を選び、走査t 子顕酸鏡により内部の微細構逢を観寮に

各種処理間の羞冥色検i  I た。
/い 　
B)

c)

D)

E ）

緬 裏j
／］走 査電子顕微焼観寮に ぷ杓 ず、各種処理剰 牛間に微妙U 兼が認められに。

勾 官能検査結果では、各方砥間で明らかな差冥が認められに。

A 138　/ し/ 生地 の組織学的研鬼(It)
光孝顕微鏡と走 査型^ 羽 碑 鏡ｃよる/ぐターa  ー1レの麹 艇

匁田大兼 有 産 司善 哉 共 立女 大劾 攻　○岑米 真知子 松本にミ子

§的 手煌りバターn  －/レ( 以下限) の毬地 と駅 の組織､こフいZ 、これまで侑質 と中心

に検討 しz 老た軋 今回ぱな 麹 鮒 漣 ヒ走 査m滝 子顕 鏡(sEM) による観 療と行ない 、

生地 と陳 き農 鏡の2 方去 によ る組織 の比較 としたので雅旅 する。
右熾　 一飯的な手徊 リと橋戎によ^ 採 の製造丿 行い･) 、錬成直前 の生地 と焼上げ‘たHRと

試 料とした。SE 肋 試料･よ、ｸ勺し幻レ7/ レデヒド・オスミウム蹟CToA, 教製)<7) 二重固鳶

乏施し
ヽ
臨界剃り^t. イオ ンスノト 夕7゛Au.i蒸 着した．c 顕同の試料は:、/＼ ^ - 100｝

当') iSiuW ｘ lμ 珠解 した赤色バタ-  び
の左地 と艮グ･切片とぬc。,。・吋物 レンX' を用'-> Z顧廉 した 。匯 はa 本電^JSM 、 Ｔ－

2)型と使 用し良。
皓果SEM による層廉で1ま、生地 、採^ むにでんぷん粒 の形状は食く観 衆で々鳶 、と（

l|Z.大t 沁゙ぷ ん粒 の凌形 が加薦K よ・Z  お々たことき認め た. 生地 のr/ レテンスト7  ンドボ

よ＜梵m. しｚ ヽI .j jK' , その表 面球ざわめZ 粗 面z` 為フ 担。これに片 して 、陳 のｸﾞﾙTxn

表面iま力'スセIK こ面すi 易をには、ヒ乙に平滑 な状 剱？･あり. グ|し7  ンiぐ小r んぷん粒と

恥^､ 瓦こん7"/･3  こり り らヽれ 政。β>≪A*､皿と^ んだ･ぐターを用いたぜの乙は、を 地中の

グlﾚ 尹ッ層j'冰 色にな7  Z お 仁 脂債とタンノぐク噴叔`ま じヽりむ かで･いふことを光顕 だ'認め、

ま､靫、誠r は力゙ スセlﾚ に面す＆表面と脂賃衣一様 にいリ こヽむ状態 でばなく 、瀞冷 々A に

蹟咳が存 し、グ|レデン内に)ヽ ･)   こんび^i, めi  為っ 枇。


